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テキストボックス
育児休業等取得者申出書は、育児休業等期間中または、育児休業等終了日から起算して１月以内の期間に提出してください。

テキストボックス
事業所整理記号・被保険者整理番号を必ず記入してください。

テキストボックス
事業主が被保険者からの申出を受け､年金事務所や事務センターへ提出した日を記入してください。

テキストボックス
事業所所在地等、事業所情報を記入してください。

テキストボックス
終了届の際の共通記載欄は、新規申出時（または延長申出時）に記入した内容を記入してください。

テキストボックス
終了届では記入不要です。

線

線

線

線

線

線

テキストボックス
新規申出時（または延長申出時）に記入した終了（予定）年月日の前日までに育児休業等を終了した場合について、以下の年月日を記入してください。
・子の死亡等により養育しなくなった場合：死亡した日（養育しなくなった日）
・子を養育している被保険者が産前産後の休業に入った次の場合　
　次の子（第２子以降）の産前産後を請求した場合：産前産後開始日の前日
　次の子（第２子以降）の産前産後を請求せず産後休業に入った場合：第２子の誕生日
・就労を請求した場合：就労日の前日（ただし、労使間で別の定めがなされている場合は、それに従い記入。）

線

テキストボックス
育児休業等開始日が、育児休業等終了日の翌日と同月の場合は、育児休業等取得日数を記入してください。
※同月内に、複数回の育児休業等を取得した場合は、同月内の育児休業等取得日数の合計を記入してください。

線




